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身近な企業による取り組みやアイデ
アが、意外にもSDGs に関係している
ことをご存知ですか？ 環境や社会問
題に目を向けることは、地域貢献とな
り、社会から信頼を得ることができる
のはもちろん、新たなビジネスチャン
スに繋がります。

SDGsSDGsSDGs

Pick up!

植物由来の安心安全な環境新素材、バ
イオマスCO2吸収材「美環™」を開発・
製造。プラスチックに「美環™」を混ぜ
込み、使うだけで空気中のCO2を吸収
し減らしていく新発想のプラスチック製
品の普及にも努めている。

代表取締役社長 西
に し は ら
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株式会社べホマル

幼いころから自然と環
境問題について意識を
深めていたという西原氏。
「美環™」を使った製
品で、個人レベルででき
るCO2対策をもっと広
めていきたいと語る

日々、研究を重ねて完成した「美
環™」。ココでしかできない技術
で製造した「DACプラ®」は、使
っている間に大気中のCO2を除
去できるすぐれもの。樹脂混錬、
製造法などで特許も出願
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＼はじめています／
植物由来のバイオマスCO2吸収材「美環™」を
開発、プラスチックや樹脂と組み合わせた製品を
製造し普及
CO2除去に焦点を当て、日常生活に根付いた
脱炭素社会の実現を目指す

ノーベル賞受賞者の技術を活用した植物由来の
気候変動対策ソリューションを提供
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